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今年もニシンが！
石狩湾周辺ではニシン漁が最盛期を迎えています。
石狩湾漁協厚田地区でも一日15～ 20トンの水揚げ
があり、漁業者の皆さんは大忙しです。同漁協と北海
道ぎょれんでは、平成18年から出荷方法を工夫し、
品質、価格の向上に努めています。ぎょれん札幌支店
奈良課長によると「水揚げ当日に出荷されるため鮮度
がよく、水氷入り出荷も増やして『刺身で食べられる』
をPRし、お造りで加工・販売もしてもらえるように
なりました。ニシンの旨み、血合い肉の鮮やかな赤色、
しっかりした食感などを楽しんでもらえるようにな
り、消費者の皆さんに好評をいただいています。」との
お話でした。道栽培漁業振興公社羽幌事業所では、２
月にニシンの採卵作業を無事完了し、種苗生産が今年
もスタートしました。
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津軽暖流と寒流の親潮がぶつかる

噴火湾は、日本屈指の好漁場として

知られています。そんな噴火湾を望

む道南の森町で漁業を営む東勝弘さ

んは、ホタテガイ養殖を中心に、底

建網やコンブ漁などを営む漁業士。

噴火湾のホタテガイ養殖は、平成

20年から発生し続けるザラボヤ、

一昨年の震災による津波被害、不安

定な価格など様々な要因で難しい経

営をせまられています。そんな厳し

い状況の中「安定した経営には、水

産物の付加価値向上が必要」と語る

東さんにその方法についてうかがい

ました。

21歳からホタテ養殖に従事し今

年で37年目を迎える東さんも、こ

こ数年の高水温には悩まされている

と言います。特に昨年は高水温の期

間が長く、例年より1ヶ月ほど成育

が遅れているので、今年の水揚げ開

始は遅れています。

ザラボヤ対策については「付着状

況によって判断は分かれる」とした

上で、沖洗い後は1ヶ月ほど成育が

悪くなる期間があるので行なってい

ないとのこと。東さんは、画一的な

方法ではなく、漁場に合わせた最も

効果的な方法で漁業を行います。し

かし、ザラボヤは付着の傾向が掴み

にくく、「こればっかりはやってみ

ないと分からないので、付着してか

ら状況に応じた対処方法を考えてい

る」と対策の難しさを話します。

付加価値向上へ積極的に取り組む

東さんは現在、底建網に入る魚を一

尾ずつ活け締めし、オリジナルのシ

ールを貼って出荷しています。「血

抜きすると品質が良くなるというの

は事実だが、やればすぐに浜値が上

がるという話ではない。しかし、そ

ういう取り組みを根気強く進めて、

流通業者や市場に品質を認められな

ければ魚価は永久に上がらない」と

東さんは言います。

現在、底建網で漁獲するほぼ全て

の魚を活け締めにしているという東

さんは「いきなり全部やるというの

は難しいし、手間もかかる。最初は

大きなカレイだけでも活け締めに

すればいい」と、まずは一歩目を踏

み出し、それを続けることの重要性

を口にします。しかし、それには多

くの漁業者の賛同を得なければなら

ず、その部分の難しさで、組合単位

での取り組みはまだ進んでいないの

が現状とのことです。

さらに東さんは、保健所の許可を

取り自宅を加工場にしてオリジナル

の加工品づくりも行なっています。

現在手がけているのは、前浜産のダ

シ昆布、ホタテの佃煮、タコの燻製

などで、製品は森町の道の駅や道南

のコープなどで販売されています。

東さんは「森町も昆布の産地、そう

いう場所に昆布製品がひとつも無い

のはもったいない」と自分たちの商

品を持つ重要性を話します。

商品に付加価値をつけるために

は、選別をする、加工をする、など手

をかけることが不可欠です。「手を

かけることで、自分が獲った水産物

の本当の良さが分かり、自分が獲っ

たものに自信が持て、自分が出荷し

た製品に責任を持てます。これから

の漁業者には、そういう気持ちが必

要」と東さんは言います。

東さんは現在、主要な漁業は後継

者である息子さんに譲り、漁業のサ

ポートや加工品製造を行う傍らで出

前授業などの食育活動にも携わって

います。資源の減少や後継者問題な

ど多くの課題が存在する中で、水産

物の価値向上は諸問題を解決するた

めの重要なテーマとなっています。

「原料供給だけでは未来はない、水産

物の価値向上へ失敗を恐れずに挑戦

していきたい。結果は出たり出なか

ったりするが、続けることが最も重

要です」。そう話す東さんの挑戦は

今後も続きます。

漁業士発 アクアカルチャーロード

指導漁業士 (森漁協)
東 勝弘さん

『続けること』の重要性
根気で付加価値向上を

ザラボヤ対策の難しさ

自分のやれる所から付加価値
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根気で付加価値向上を
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1. はじめに：
　プロバイオティクスとは腸内フ

ローラのバランスを改善して有益

な作用をもたらす生きた微生物の

ことを云います。具体的には，腸内

細菌叢のバランスを整え，悪玉細

菌による腸内の異常状態を改善し

て健康に良い影響を与える生きた

善玉腸内細菌を指します。プロバ

イオティクスの条件としては1) 安

全性が保証されていること，2) も

ともとその宿主の腸内フローラの

一員であること，3) 胃液，胆汁な

どに耐えて生きたまま腸内に到達

できること，4) 小腸下部や大腸で

増殖可能なこと，5) 宿主に対して

有用効果を発揮しうること，6) 食

品などの形態で有効な菌数が維持

できること，7) 安価かつ容易に取

り扱えること，があげられていま

す。最近は，ヨーグルトあるいは乳

酸菌飲料を指して使用されている

こともあります。

　魚にも腸内細菌がいるはずだ!

私が研究室に入った時に申し出た

研究テーマです。当時は定説があ

りませんでした。卒論・修論・博

論研究をとおしてわかったことは，

魚の生息環境にいる細菌の中で胃

酸・胆汁に耐え，腸管内嫌気条件

下でよく増殖する細菌として，淡

水魚ではAeromonas属，海産魚では

Vibrio属細菌が腸内細菌叢の主要な

構成員となることでした1)。これら

魚の腸内細菌の有効利用として，

当時産業的に問題となっていたウ

イルス病の原因ウイルスに拮抗的

に働く腸内細菌を選抜し，プロバ

イオティクスとして経口投与して

病気対策に生かせないかと考えま

した。

2. 種苗生産における病気対策
　魚介類の種苗生産事業の進展に

伴い，それぞれの種が持つあるい

は感受性を有する病原体による病

気が問題となり，その対策に多く

の労力を費やしてきました。特に

ウイルス病の場合は被害が大きく

深刻な問題となりました2)。生物を

増やすとその生物の持つ微生物も

増え，善玉・悪玉を問わず増殖し

て飼育環境中の数が増加します。

多くの例では，技術開発が完了し，

量産体制に入ると病気が発生し，

その対策に翻弄されました。現在，

親から子への垂直感染を防ぐため

に親魚選別を行い，卵の洗浄と消

毒後，殺菌した飼育用水を用いて

孵化・飼育し，種苗を生産し順調

に経過するようになりました。飼

育用水の殺菌は必須ですが，現状

の殺菌法では善玉菌も殺してしま

います。飼育環境水中での病原体

の生存性を知り，さらに他の微生

物との相互作用を明らかにして，

魚が持つ善玉菌の力を借りて病原

菌の抑制が出来れば，環境にも優

しい手法であると考えます。

　魚類のウイルス病対策確立を目

指して研究を進めるなかで，その

一環として病魚から水中に放出さ

れたウイルスの挙動，特にその感

染性の変化を観察していました。

その過程で，病気が発生している

池の排水からのウイルス分離を試

みると数は大幅に減少していまし

た。飼育水にウイルスを添加し，そ

の感染価の変化を調べると，ウイ

ルスの感染価は微生物の存在する

水で早く減少することがわかりま

した3)。しかもウイルスを不活化す

る物質を産生する細菌が，水圏に

広く分布し，比較的容易に高率に

分離されることがわかりました4)。

　魚類でもワクチンが開発され，市

販されるようになって来ましたが，

稚仔魚が免疫応答を示すまでの期

間は，従来どおりの病気対策に頼ら

なければなりません2)。そこで，こ

れら抗ウイルス物質を産生する魚

の腸内細菌をプロバイオティクス

として餌料あるいは餌料生物と共

に経口投与してウイルス病の制御

ができないかと考えました4,5)。

　ヒトでは機能性が期待されるヨ

ーグルトが多く市販されるように

今月の
講　座

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

魚へのプロバイオティクス投与に期待されるもの

北海道大学大学院水産科学研究院

特任教授　吉 水 　 守
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なっています。古来，乳酸菌飲料

あるいは発酵乳製品は健康によい

とされています。魚でも乳酸菌の

投与が検討されていますが，まず

魚の正常腸内細菌の中からウイル

スを不活化する能力を有する細菌

を選び出し，宿主に戻す形で，サ

ケ科魚類の伝染性造血器壊死症ウ

イルス(IHNV)，マツカワ(Verasper 

moseri)・ ヒ ラ メ (Paralichthys 

olivaceus)等の魚類ノダウイルス 

(NNV)とウイルス性表皮増生症原因

ウイルス(FHV)，コイヘルペスウイ

ルス(KHV)を対象に検討しました。

　ここでは，水棲細菌によるウイ

ルス不活化現象を紹介すると共に，

このような抗ウイルス物質産生細

菌の水圏からの分離，種類および

代表株の産生する物質，ならびに

抗ウイルス活性を有する魚類の腸

内細菌をプロバイオティクスとし

て経口投与した場合の腸内容物お

よび飼育水の抗ウイルス活性とウ

イルス病制御への応用例を紹介し

たいと思います。

3. 水棲細菌によるIHNウイル

ス不活化現象：
　1980年頃は，魚類ウイルスが宿

主である魚を離れ，環境水中に出た

のちの消長に関する知見は乏しく，

病魚から排出されたウイルス

がどのような挙動をとるかも

不明でした。そこで，まずサケ

科魚類の代表的な病原ウイル

スであるIHNVを対象に本ウイ

ルスが病魚から離れ環境水中

に放出された後の生存性につ

いて観察しました。IHNVの感染価

を0，5，10，15℃の各温度条件下

で14日間観察したところ，0℃で

は14日間安定でしたが，15℃では

飼育水中で7日目に感染価の大幅

な減少が観察されました。この傾

向は温度が高い方が顕著で，14日

目には5，10℃でも検出限界以下

となりました（図1）3)。飼育水中に

は微生物が存在し，IHNVの感染価

の減少は温度に加え共存する微生

物が関与している可能性が示され

ました。そこで高圧滅菌あるいは濾

過除菌した飼育水中での感染価の

変化を比較しました。無処理飼育

水中では急速な感染価の減少が観

察されましたが，高圧滅菌あるいは

濾過除菌した飼育水中では比較的

安定であり，IHNVの不活化現象は

飼育水中に存在する微生物あるい

は微生物の産生した細菌濾過膜を

通過する物質による可能性が示さ

れました（図2）6)。

　このウイルス不活化

現象に関与している微

生物を特定するため，

飼育水に培地を加えて

15℃で7日間培養し，

0.22μmの濾過膜で

除菌後，濾液

に IHNVを懸

濁して感染価

の変化を観察

しました。ウ

イルスの感染

価は5，15℃

共に３日目に検出限界以下となり，

培養液の微生物叢は細菌が優勢で，

真菌類や原生動物等は見られず，生

菌数は1.8 x 108 CFU/ml，細菌叢

は A c h ro m o b a c t e r  お よ び 

Pseudomonas属細菌が優勢でした3)。

この細菌の中にIHNVに対する抗

ウイルス作用を有する物質を産生

する細菌が存在するはずであり，

両属の代表分離株を対象に調べま

した。Pseudomonas属代表株の培養

液に IHNVを加えた場合4～8日

後にウイルスの感染性はなくなり

ました6)。さらに菌体を含む培養液

にウイルスを加えて1時間後に濾

過した場合，濾液からウイルスは

検出できなくなりました。このこ

とは菌体に吸着したウイルスが濾

過除菌の際に菌体と共に除去され

たことによると考えました。

　同様の試験をコイヘルペスウイ

ルスを対象に行ったところ，霞ヶ浦

の湖水と泥，神奈川県下の鶴見川の

河川水，函館近郊の3河川および五

稜郭公園の堀の水ともに，15℃で

は最長3日でウイルスは不活化し，

温度が高くなるとより速やかに不

活化しました。この不活化を実験室

で確かめるため，五稜郭公園の堀の

水を実験室に運び，KHVを懸濁後

直ちにコイを飼育したところ，コイ

は全数死亡しました。しかし3日後

にコイを入れて飼育した場合，発

症・死亡は見られませんでした。霞

ヶ浦の湖水および函館近郊の河川

水からKHVを不活化する細菌が分

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

図2. 魚類飼育水中における IHNV および OMV の生存性(15℃). 

図1. 魚類飼育水中でのIHNウイルスの生存性.

表1. 魚類飼育環境からの抗ウイルス物質産生細菌の分離
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離されています 7)。

4. 抗ウイルス作用を有する細菌

の分布・種類ならびに代表株が

産生した抗ウイルス物質の性状：
　このような抗ウイルス作用を有

する細菌が，魚類棲息環境水中に

どの程度存在するかを知るために，

まず北海道大学水産学部七飯養魚

場の飼育用水，北海道立水産孵化

場森支場の飼育用水，函館市近郊

茂辺地川河口域の汽水，水産学部

前浜の海水を対象に採水地点の底

泥を含め季節ごとに生菌数と菌叢

を調査し，分離菌について IHNVを

対象に抗ウイルス作用のスクリー

ニングを行いました6,8,9)。各種試料

の生菌数とその細菌叢はこれまで

の研究結果とほぼ同じであり，魚

類棲息環境の一般的な菌数と細菌

叢を示していました6)。それぞれの

地点の水試料および底泥試料から

分離した計1458株の細菌の培養

濾液について抗ウイルス作用を観

察しました。表1に見られるよう

に，採取場所にかかわらず90%以

上のプラーク減少を示したものが

分離菌の1～23%と予想外に多

く見つかりました 8,9)。

  抗ウイルス活性を示した分離

株の中から数株を選択して抗

ウイルス物質の検討を行った

と こ ろ，Pseudomonas属 の1株 

46NW-04株は，低分子で耐熱

性の抗ウイルス物質を産生し，

その分子量は1126，ペプタイ

ド系の物質で計9個のアミノ酸

と 3-hydroxydecanonic acidから

構成される新しい物質でした10)。

本物質は魚類ヘルペスウイルス 

(Oncorhynchus masou virus;OMV) 

の他，狂犬病ウイルスやヒトの単

純ヘルペスウイルス (HSV)，ヒト

免疫不全ウイルス (HIV) に対して

も抗ウイルス効果を示しました。

本物質の抗ウイルス作用はウイル

ス粒子に対する直接作用，すなわ

ちエンベロープ全体かレセプター

をコーテイングあるいは崩壊する

ものと推察されています。他の5

株の検討結果では，同様のペプタ

イド系低分子物質や酵素作用を有

する高分子物質，未同定の低分子

物質など，細菌の産生する抗ウイ

ルス物質の種類は多岐にわたって

いました11)。

5. 抗ウイルス物質産生腸内細菌

の経口投与によるIHNVの制御：
　これら抗ウイルス物質産生細菌

を魚類のウイルス病制御に応用す

るにあたり，まず，魚類の正常細菌

叢を構成する細菌，特に魚類で細

菌叢がよく調べられ，把握が容易

な腸内細菌を対象に抗ウイルス物

質を産生する細菌の検索を行いま

した。サケ科魚類の腸内細菌叢12) 

のうち，淡水棲息期の菌叢の主体

を成す Aeromonas属を対象に抗

IHNV作用を示す菌株のスクリーニ

ングを行ないました。108株のス

クリーニングで90%以上のプラ

ーク減少を示す菌株が3株分離さ

れ，これらの菌株は飼料成分を栄

養源として抗ウイルス物質を産生

することが確認され，餌料ペレッ

トに10%の割合で菌体培養液を

混ぜ，経口的に投与すると，腸管内

の菌叢の主体を成して腸管内に定

着しました。そして腸内容物も強

い抗ウイルス活性を示しました。

この細菌の培養液を10%添加し

たペレットを3週間ニジマス 

(Oncorhynchus mykiss) に給餌した

後，100TCID 50 /ml の IHNVで浸

漬攻撃したところ，試験群の累積

死亡率が約10%，対照群は約

30%と有意の差が見られました。

ただ，この場合，対照に用いた魚の

腸内細菌叢もAeromonas属細菌が

優勢で腸内容物に抗ウイルス活性

が認められました。そこで，サクラ

マス (O. masou) を用い抗ウイルス

物質を産生しないPseudomonas属

が優勢で腸内容物にも抗ウイルス

活性のないことを確認した対照群

を作出し，再度抗ウイルス細菌投

与群と共にIHNVによる攻撃を行

いました。対照群の累積死亡率は

70%となり，抗ウイルス物質産生

菌投与群との差が大きく開きまし

た（図3）4,13)。しかし，養魚場のニ

ジマスに対し同様の経口投与した

場合には効果が認められませんで

した。この原因としてIHNVの感染

侵入門戸が鰓および体表であるこ

と，および養魚場では流水量が大

きいために飼育水中の抗ウイルス

物質が流されてしまったためと考

えました。そこで，海産魚介類の種

苗生産水槽のように換水率の低い

水槽を対象に抗ウイルス物質産生

腸内細菌を投与し，ウイルス病の

防除が可能かどうかを検討するこ

とにしました。

6. 海産魚種苗生産用餌料生物

の細菌叢を抗ウイルス物質産生

細菌に置き換える試み：
　ヒラメやマツカワのウイルス病

として魚類ノダウイルスによるウ

イルス性神経壊死症 (NNV) やヒラ

メラブドウイルス (HIRRV) の感染
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図3. 抗 IHNV 活性を有する腸内細菌 
Aeromonas hydrophila M-36株を添加した
ペレットを給餌したサクラマスの死亡率.
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症，ヘルペスウイルス (FHV) によ

るウイルス性表皮増生症，リンホ

シスチス病ウイルスによるリンホ

シスチス病が知られています2)。マ

ツカワやヒラメの種苗生産施設に

おける飼育用水，餌料生物のワム

シ (Brachionus plicatilis)，アルテミ

ア (Artemia spp.) および飼育仔稚魚

の細菌叢を調査した結果，仔稚魚

の消化管内の菌叢の主体は Vibrio

属細菌でした14)。これらVibrio属細

菌155株を対象に，まず IHNVに

対する抗ウイルス効果をスクリー

ニングしたところ，25菌株が

90%以上のプラーク減少率を示し

ました。さらにこれら25菌株の中

から高い抗IHNV活性を示した5株

について，抗ヘルペスウイルス（FHV

は培養できないため海産ギンザケ 

(O. kisutch) 由来OMV株を使用），抗 

HIRRV および抗BF-NNV (barfin 

flounder nervous necrosis virus) 

活性を調べ，IHNV，HIRRV，OMV 

および BF-NNV に対し強い抗ウイ

ルス効果を示す2IF6a株を得ること

が出来ました4,5)。稚仔魚の生物餌料

の中で，最も細菌叢のコントロー

ルが容易と考えられるのは乾燥卵

を用いるアルテミアです。そこで，

まずアルテミア卵を次亜塩素酸ナ

トリウムで消毒後，滅菌海水で孵

化させ，Vibrio sp. 2IF6a 株を添加

して培養しました。細菌を添加し

たアルテミアは，培養開始時に抗

ウイルス活性は認められませんで

したが，培養2日後のアルテミア

はIHNVに対し56%のプラーク減

少を，BF-NNVに対しては90%の

感染価減少を示しました。さらに，

アルテミア培養液ではそれぞれ

100%と99%を示しました。対照

の無菌培養アルテミアには抗ウイ

ルス効果は認められませんでした。

マツカワあるいはヒラメの餌料が

ワムシからアルテミアに置き換わ

るときに，抗ウイルス活性を有す

るVibrioを添加したアルテミアに

切り替えて給餌すれば，腸内細菌

叢を抗ウイルス物質産生菌に置き

換えられると考えました（図4）。

7. 抗ウイルス物質産生Vibrio
属細菌添加アルテミアの経口投

与によるマツカワのウイルス性

神経壊死症の制御：

　上記Vibrio sp.2IF6a株を添加し

たアルテミアおよびこのアルテミ

アを給餌したマツカワの腸内容物

の細菌叢はVibrio属細菌が優勢と

なりました。このアルテミアおよ

びマツカワ腸内容物の10倍希釈

濾液に105.8 TCID 50 /ml に調製し

たBF-NNVを混合し，3時間接触

させるとウイルス感染価は共に

99.99%以上減少しました。この

ような抗ウイルス活性はIHNVお

よびOMVに対しても認められまし

た。マツカワ仔魚を換水率0～

300%で6日間飼育した後の生存

率は，防疫対策実施区で77.1%，

通常飼育区で50.8%，高密度飼育

区で15.2%でしたが，抗ウイルス

物質産生菌給餌区では全く死亡は

見られませんでした（図5）。その

後，ウイルス性神経壊死症の防疫

対策が確立され本症の発症は見ら

れなくなりました15)。3年間同様の

給餌飼育を行いましたが，稚魚の

成長の遅れもなく，従来散見され

たFHVによるウイルス性表皮増生

症も見られなくなりました。この

ように，抗ウイルス物質産生腸内

細菌を経口投与する方法は，換水

率の低い海産稚仔のウイルス防除

対策として有効に活用できると考

えます。

8. 抗ウイルス物質産生Vibrio 
属細菌添加ワムシの経口投与に

よるヒラメのウイルス性表皮増

生症の防除：
　2005年にシオミズツボワムシ

複相単性生殖卵の消毒が可能にな

りましたので16)，アルテミアの前に

給餌する初期餌料のワムシに抗ウ

イルス活性を持たせることができ

れば，稚仔魚期の早期からウイル

ス病の防除対策に用いることが期

待できます。まず，ヒラメ腸管内容

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

図5. 抗 BF-NNV 活性を有する腸内細菌 Vibrio sp. 9715 株を添加した
アルテミアを給餌したマツカワの生存率. 

図4. 抗ウイルス活性を有する細菌を用いたマツカワの
ウイルス性神経壊死症制御の試み.
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物から抗ヘルペスウイルス活性を

有する細菌の探索を行い，33.3%

の割合で分離することができまし

た。消毒したワムシ卵を殺菌海水で

孵化させた後に，抗BF-NNV，IHNV，

OMV活性を有するショ糖分解能陰

性のVibrio sp.V-15株を添加したと

ころ，ワムシの細菌叢はVibrio属細

菌が優勢となりました。対照のワム

シの細菌叢が Flavobacterium属優勢

であったことから，ワムシの細菌叢

は制御可能であると判断しました
16)。次いで，Vibrio sp. V-15 株が優

勢となったワムシをヒラメに給餌

し，14日後のヒラメ腸管内容物の

細菌叢をショ糖分解能を指標に調

べたところ，ヒラメ腸管内の細菌叢

も添加したVibrioが優勢となりまし

た。このとき，ヒラメの生残率およ

び成長率に対照区と差はなく，細

菌を給餌することによるヒラメへ

の悪影響はないと判断しました。

また，抗ヘルペスウイルス活性を有

するV. alginolyticus V-23 株を添加

したワムシをヒラメ稚仔魚に給餌

したときの，ヒラメ腸管内および飼

育水への抗ヘルペスウイルス活性

の賦与について調べ，103TCID 50 

のウイルスを不活化する最大希釈

倍数で求めた抗ヘルペスウイルス

活性は，給餌10日では差が見られ

なかったものの，給餌20日以降，

細菌添加区のヒラメでは対照区の

2～5倍，細菌添加区の飼育水では

対照区の2～4倍の抗ヘルペスウ

イルス活性が測定されました（図

6）17)。このように，抗ウイルス物

質産生腸内細菌を添加したワムシ

を給餌することにより，飼育水中

に侵入したウイルスを不活化でき，

より早期のウイルス病対策が期待

できると考えます。

9. おわりに:
　以上は，魚類のウイルス病対策

への応用を目的としたものですが，

貝類ではカキの消化管内からカリ

シウイルスやヘルペスウイルスを

不活化する細菌が見つかっていま

す。カキの浄化の際に無菌化した

キートセロスに添加して給餌すれ

ばノロウイルス (NV) を不活化で

きると考えますが，NVは培養でき

ないために成果を示すことができ

ません。カキヘルペスウイルスに

よるカキ種苗の大量死が外国で問

題になっています。抗ヘルペスウ

イルス活性を有するカキ腸内細菌

をプロバイオティクスとする飼育

技術は，万が一このウイルスが国

内に侵入したときに備え検討して

おく価値はあると考えます。前述

の細菌の中にはウイルスが細胞へ

感染した後のウイルス複製過程を

阻害する物質を産生する株もあり，

これらは今後の研究次第によって

は医薬品としての利用の道が開け

るものと考えられます。今まで，あ

まり調査対象とされてこなかった

水中の微生物，特に地球の2/3以

上を占める海洋の微生物の中には，

未知の有用遺伝子源を持ったもの

が多数存在すると考えられます。

探せば必ず目的とする微生物は見

つかります。今後より多くの分野

で有用微生物が私たちの生活に役

立てられることを願っています。
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図6. 抗ヘルペスウイルス活性を有する V. alginolyticus V-5 株, V-23 株 
          投与時のヒラメ腸内容物および飼育水の抗ウイルス活性 .
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　平成24年度北海道漁業士称号授与式と第58回全
道青年・女性漁業者交流大会が1月19日午前、札幌
市第2水産ビルで250人を超える関係者が出席して
盛大に開催されました。
　今回は新たに指導漁業士8名、青年漁業士8名の
計16名が漁業士として称号を授与されました。

　交流大会には、
全道の青年・女性
漁業者の代表が
参集し、日頃の活
動実績を発表しま
した。9グループ
が活動報告を行

い、審査員とも活発に質疑を交わし、「いずれも実体
験に基づく個性あふれる発表」との講評を得ました。
　地域活性化部門では、遠別漁協青年部が「ひらめ底
建網オーナー in遠別～あなたも、高級天然ひらめ漁
の網元に」、日高中央漁協浦河女性部が「修学旅行生
を受け入れて...～日高王国民泊事業への参加」、船泊
漁協青年部が「最北のまちの青年部の歴史とこれか
ら～60年の歩みを振り返って」、いぶり噴火湾漁協
豊浦地区女性部が「豊浦町から全国へ発信!!～全国の
中・高校生豊浦へ集まれ!!」の4課題を発表しました。
　資源管理増殖部門では、厚岸漁協えびかご漁業班が
「漁業者自らができる資源管理実践～「大黒しまえび」
に夢を託して」、ひやま漁協青年部貝取澗支部が「「海」
限りなき未来～新たな栽培漁業（キツネメバル）への
挑戦」の2課題を発表しました。

　漁業経営改善部門では、松前さくら漁協アワビ筏養
殖グループが「エゾアワビ養殖試験～配合飼料による
効率化を目指して」、小樽水産高校海洋漁業科が「GIS
漁業～漁師も情報化の時代～地理情報システムを活
用した刺し網実習」、ひだか漁協三石地区青年部が「海
物語inみついし～次世代への架け橋」の2課題を発
表しました。
　このうち、2月末に東京で開催された全国大会に
は、遠別漁協青年部、厚岸漁協えびかご漁業班の2グ
ループが推薦されました。
　これら活動実績の中からいくつかを「明日の浜へ
チャレンジ」で紹介していく予定です。

新認定漁業士

『平成24年度北海道漁業士称号授与式』
『第58回全道青年・女性漁業者交流大会』

　お 知 ら せ

1.「公益社団法人」へ移行
　この度、当公社は、北海道知事より新制度に基づく認定を受け、平成25年4月1日をもって「公益社団
法人 北海道栽培漁業振興公社」へ移行致します。事業内容等に大きな変更はありませんので、皆様から
の倍旧のご支援後協力をお願い申し上げます。

2. 広報紙「育てる漁業」の見直し
　中期経営計画に基づき、この3月理事会を経て、平成25年度から発行部数や回数等を縮小し、経費節
減に努めることとしております。また、紙媒体による配付は、会員の方や関係機関に限定し、ホームペ
ージによる補完等を検討中です。読者の皆様には、改めてご案内致しますので、何卒特段のご理解を賜
りますようお願い申し上げます。

審査員と活発に質疑

推薦された2グループと発表者たち
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